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■概要 

■詳細 

 ・龍涎香は7世紀から世界各地で利用され、シャネルNo.5に入っていたこともあった。龍涎香を供給でき   

  ない現代において、代用品として合成品のアンブロックスが市販されているが、龍涎香の揮発成分の  

  一つにすぎない。したがって、龍涎香の本来の香りを楽しむためにはアンブレインの供給が必要である 

  。また、アンブレインを多量に調製できるようになれば、媚薬や伝統 

  薬の生理活性に関する詳細な研究が進展することが期待される。 

 

○競合研究に対する優位性 

 ・アンブレインの化学合成は３例報告されているが、１９～３５ス 

  テップを要するため煩雑であり、収率は悪い（ 1.3～3.8％）。 

 ・従来の化学合成法と比べて圧倒的に合成ステップが簡略であ 

  り、簡便で環境に優しいため優位である。 
 

○想定される実施例、応用例 

 ・香料（香水、お香など）  
 ・薬剤（漢方薬や媚薬の生理活性）  
 ・化粧品 
 

○今後の課題、展望 

 ・収率が化学合成と同程度に悪いが（3.4%）、酵素量の増加や酵 

  素活性の向上によって収率を上げていく予定である。 

■応用を期待する分野 

 ・新技術では、高価な香料・薬として用いれていた龍涎香（マッコウクジ  

  ラの結石）の主成分アンブレインを安価なスクアレンを原料に２種類 

  の酵素を用いて合成することに成功した。商業捕鯨が禁止されている  

  現代において龍涎香を入手するのは極めて困難で状況である。新技 

  術は「幻の香り」を身近に利用し、また新薬開発につながる可能性が 

  ある。新技術は学界・産業界から高い評価を頂いている。 

龍涎香の主成分アンブレインの酵素合成 
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Background 1: 龍涎香

1) 龍涎香はマッコウクジラの代謝物（腸内結石）
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2)龍涎香は最も高級な動物性香料の一つ（商業捕鯨禁止により幻の香り）

3)龍涎香は頭痛やリウマチに効果のある漢方としても使用されていた
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From 7th century
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1) アンブレインは龍涎香の主成分

2)アンブレインは天然物としてはユニークな媚薬効果をもつ

Background 2: アンブレイン

龍涎香とAmbrox（代用品）
の香りは異なる
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アンブレイの全合成は３例報告されているが、収率が悪く産業化に
至っていない。

微生物の新規酵素を利用したアンブレインの酵素合成
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・“幻の香り”の身近な利用
・新薬開発

今後

安価なスクアレンから２つの酵素
だけでアンブレインを合成


